
宮原裕司後援会の能登半島地震における義援活動の計画

本年1⽉1⽇に発⽣した「令和6年能登半島地震」により、甚⼤な被害が発⽣しました。
宮原裕司後援会として、お亡くなりになられた⽅々へ衷⼼より哀悼の意を表するとともに
被災された⽅々に⼼よりお⾒舞い申し上げます。
今回の被害状況を踏まえ、⼈道的な⾒地に⽴ち、以下の通りの⽀援を⾏う事と致しました。
被災された地域の⼀刻も早い復興を⼼よりお祈り申し上げます。

令和6年能登半島地震による災害への⽀援について

令和6年春過ぎを⽬処にチャリティイベントを計画

阪神淡路⼤震災、熊本地震、東⽇本⼤震災といつ、何が起こるか分からない⾃然災害。
この災害に際して、テレビやニュースで⾒てじっとしているよりも⽴ち上がり、⾃分が企業が
出来うることをやる、宮原裕司からの発信に後援会も賛同し、本⽀援実施を計画致しました。

⽀援内容は、以下のとおりです。
・サッカーボール200球 (4号球、5号球 各100球)   を寄贈
・現地で⼦ども達を中⼼にサッカー⼤会を開催
・カレーライス等の現地無料炊き出しの実施

災害復旧に理解のあるサッカー関係者(現役プロサッカー選⼿、元プロサッカー選⼿など)を 30名
ほど募り、被災地(実施地は今後決定)に訪問いたします。
現地に直接⼊ってチャリティイベントを開催することで、被災された⽅々を少しでも元気づけ、
寄り添い、ここから新しい希望を持ってもらう様に励まし、出来るだけの元気を届けてまいります。
本イベントを開催するにあたり、関連するサッカーボール、渡航費、諸経費などを
『能登半島地震災害振興義援⾦』としてご協賛を募ります。

(ガッパになろう！サッカーフェスティバル)
※ガッパになる、とは⽯川県の⽅⾔で頑張るという意味です



●下記の『お申込書』を宮原裕司後援会事務所まで
メールにてご送付ください。
画像添付でお受付可能です。
●『ご協賛費』は右記のお振込⼝座にお願い申し上げます。

ご協賛費お手続き

能登半島地震義援活動のご協賛について
能登半島地震を受けて、宮原裕司後援会では何を⽀援するのか、議論した結果、宮原裕司という
サッカー界の夢追い⼈らしく、サッカーを通じて被災地に元気を届けることしかないのではないか
という結論に⾄りました。今回、サッカーボール等を届け、同時に現地でサッカーフェスティバル
を開催いたします。

実施は、現時点ではまだ震災の⽇から浅く、初期復旧の段階のため、少し時間を空けての実施と
なります。開催までの準備期間に多くの⽅のご⽀援を頂きたく、情報の拡散およびご協⼒を
お願い致します。
ご協賛いただいた企業様、個⼈様には⽀援報告冊⼦の送付を致します。
・ご協賛企業様、個⼈様は宮原裕司後援会公式HPにて掲載させて頂きます。(希望制)

・企業様 ５０，０００円 /⼝とさせて頂きます。
・個⼈様 １０，０００円/ ⼝とさせて頂きます。
皆様のご⽀援を、我々が本企画を通じて被災地に届けてまいります。

h(ps://forms.gle/QVmKqrkBzRQXjidZ7

Google フォームでもお申し込み出来ます

https://forms.gle/QVmKqrkBzRQXjidZ7

